
作成日：R5 年 12 月 11 日 

 

令和 5 年度第 3 回 高松圏域自立支援協議会 当事者団体家族会連絡会議事録 

 

日付 令和 5年 12月 11日（月） 

時間 14：00 ～ 16：00 

開催会場 かがわ総合リハビリテーションセンター第 2研修室 

参加機関等 
高松市身障協会、障害者生活支援センターあい、地域生活支援センターこだ

ま、相談支援事業所ライブサポートセンター、高松市障がい福祉課、高松市

障がい者基幹相談支援センター中核拠点 

欠）むつみ会、香川県難聴児（者）親の会、地域活動支援センタークリマ、 香

川県自閉症協会       

順不同  計 6名 

 

議題 1： 各団体報告 

議事 
・高松市障がい者基幹相談支援センター中核より 

基幹中核が支援している利用者を対象にピアサポーターと協力して居場所

づくりの場を検討している。 

・障害者生活支援センターあいより 

身体障害者支援部会で災害弱者ネットワークと協力で防災フォーラムを開催

した。 

子育て支援コーディネーター主催の障がい児を持つ親が集まる会に参加し

た。障害福祉サービスについてガイダンスを実施したり、子育ての困りごとを

聞く機会があった。 

・身体障がい者協会より 

今年度、防災のことに取り組んだ。 

二番町エリアで避難先をコミュニティセンターして行った避難訓練に参加し

た。 

ボランティア協会と協力して栗林小学校で卓球バレー、ボッチャの体験を実

施した。 

・地域生活支援センターこだまより 



基幹相談支援センターの件数が増えている。未診断の児童をサービスにつ

なげている。 

・市障がい福祉課より 

たかまつ障害者プラン（令和 6年度～8年度）を作成している。 

高松市障害者スポーツ大会を数年ぶりに開催した。 

・ライブサポートセンターより 

施設の秋祭りを４年ぶりに開催した。地域住民に安心な施設と認知してもら

うことを目的に開催している。その他の地域の行事に参加している。 

 

 

議題 2： 令和６年度について 

議事 
○体制 

・連絡会から部会に名称変更。 

・部会長は基幹相談支援センター中核拠点になる。  

 

○来年度の連絡会の内容について 

・精神障害者も対象とした運動会 

・パラスポーツ選手と交流企画 

・合理的配慮についての講演会 

・防災に関する取り組み 

 

 

議題 3： 今年度の予算について 

議事 
ライブサポートセンターより 

・小学生との交流や講演会を実施する。支援学校の生徒と交流、パラスポー 

ツ選手と交流する。 

・琴電のホームに隙間が出来ているのが気になる。障がい者が危険な目にあ 

っていた。改善する方法を考える。 

・使いやすいバッグや財布を作成し周知する。 

そういったモデル商品を開発して部会で出す。 

・ヘルプマークを知っているが使用方法などの詳細は知らない。 

・実習に来ている学校にアプローチしやすいのではないか？ 

・サポーターマークを作成する。「介助する人、手助けしますよ」というマーク。

埼玉県発祥のもの 



・昨年度は防災バンダナを作成し直島町の支所や役場に配布された。 

・精神障害者が参加できるスポーツ大会がない。 

・相談支援部会が主催で２月に玉木様を招いて講演会を実施する予定。協 

力できることがないか打診するのはどうか？ 

・来年度から合理的配慮が民間事業者にも求められる。 

・来年度、文化祭を開催する。そのチラシ等を今年度作成する。 

・防災バンダナを作成する。 

決定事項 
・相談支援部会の主催で２月に玉木様を招いて講演会に協力できることはな 

いか打診する。 

・防災バンダナを作成しストックする。 

今後の動き 
部会長より相談支援部会に講演会の協力の打診する。 

 


